
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
と

防
災
ベ
ッ
ド
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設
置
費
用
を
補
助

［
補
助
の
対
象
］

○�

昭
和
56
年（
１
９
８
１
年
）５
月
31
日
以

前
に
着
工
さ
れ
、
完
成
し
て
い
る
市
内

の
木
造
住
宅

○�

住
宅
の
耐
震
診
断
に
よ
る
上
部
構
造
評

点
が
倒
壊
す
る
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ

る
０
．
７
未
満
で
あ
る
こ
と

○�

甲
賀
市
木
造
住
宅
耐
震
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
等
事
業
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な

い
も
の

［
補
助
の
内
容
］

○
補
助
金
額　
30
万
円
／
戸
を
限
度

○�

補
助
対
象
経
費　
住
宅
内
に
設
置
す
る

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
や
防
災
ベ
ッ
ド
等
の

本
体
及
び
設
置
に
要
す
る
経
費

［
申
し
込
み
］

○�

契
約
及
び
設
置
を
す
る
前
に
申
請
な
ど
の

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○�

12
月
末
締
切
り（
年
度
内
に
完
了
で
き
る

こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
）

※�

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り

ま
す
。

　
市
で
は
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
や
防
災
ベ
ッ
ド
の
設
置
の
た
め
に
必
要
な
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

　
平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
６
千
人
を
超
え
る
尊
い
命
が
奪
わ
れ
、
亡
く
な
ら
れ

た
方
の
８
割
は
家
屋
の
倒
壊
な
ど
に
よ
る
圧
死
や
窒
息
死
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
は
、
住
宅
の
耐
震
補
強
等
改
修
が
最
善
の
方
法
で
す
が
、
工
事

費
用
が
多
く
か
か
る
た
め
、
ま
ず
は
安
全
な
空
間
を
比
較
的
安
価
に
確
保
で
き
る
耐
震
シ
ェ

ル
タ
ー
や
防
災
ベ
ッ
ド
が
有
効
で
す
。
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申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

防災ベッド

気象庁が８月30日より
 『特別警報』
　��の運用を開始

　気象庁は、これまで大雨や津波、高潮などにより
重大な災害の起こるおそれがある時に、警報を発表
して警戒を呼びかけていましたが、より甚だしい大
雨等が予想され、重大な災害による危険性が高まっ
ていることをお知らせし、特別な警戒を呼び掛ける
ために、新たに「特別警報」を発表します。
　特別警報の対象とする現象は「東日本大震災」、我
が国の観測史上最高の潮位を記録した「伊勢湾台風」
の高潮、紀伊半島に甚大な被害をもたらした「平成
23年台風第12号」の豪雨等が該当します。
　特別警報が出た場合、お住まいの地域は数十年に
一度しかないような非常に危険な状況です。屋外の
状況や、避難指示・勧告等に留意し、ただちに命を

特別警報の詳細は、気象庁ホームページでご確認ください。
　http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu-keiho/index.html

守るための行動をとってください。
　また、大雨等の被害を防ぐには、時間を追って発
表される注意報、警報やその他の気象情報を活用し
て、早め早めの行動をとることがあなたや家族の命
を守ります。
　市域に特別警報が発表された場合には、音声放送
端末機等を通じて住民の皆さんに緊急情報として伝
達するとともに、市として最大限の警戒態勢を敷い
て災害に備えます。

警報基準を
はるかに超える豪雨時など

気象庁彦根地方気象台防災業務課

危機管理課
　　☎65-0665　　63-4619

問い合わせ

☎0749-22-6142

市長

ぐるっ
　トーク

６/26
宮地区自治振興会
� （柑子、下野川、上野川、下馬杉、上馬杉）

　宮地区自治振興会では、主な取り組み事業、地域の課
題でもあるサル追い払い隊の活動、子育て支援や空き家
対策などのお話をお伺いし、意見を交わしました。特に
獣害の被害は深刻で、かぼちゃの作付けをする農家がい
なくなるとのことで、集落を越えて広い範囲での対策の
必要性を感じました。
　会場には、昔の写真や地域で使われていた古い農機具、
暮らしの道具類が展示されていました。同会では、こう
した古い記録を「宮のお宝」として保存活動に取り組まれ
ています。

7/6

雲井自治振興会
� （宮町、黄瀬、牧、勅旨、丸岡）

　この日は、自治振興会事業内容や、高齢者の通院や買
い物支援、河川の安全対策などの課題について実際の声
をお聞きしました。市からは他自治振興会の取組など、
行政が持つ情報を積極的に提供させていただきました。
　その後、雲井駅で催されていた「七夕竹宵の夕べ」に参
加しました。駅を中心に人が集う、特色ある風景づくり
をテーマに実施された今年初の企画です。　　
　駅前広場を、地域の皆さんに持ち寄っていただいた「竹
灯ろう」の明かりが幻想的な雰囲気を醸し出す中、多くの
皆さんとお話しさせていただきました。

「市長ぐるっトーク」でいただいた貴重なご意見をもとに、市政を進め
ていきたいと思います。

広報課　広報広聴係
問い合わせ

☎65-0675／　 63-4619

　「市長ぐるっトーク」は、市民の皆さんから直接お話を

伺い、皆さんの視点や意見、発想を生かした市政を推進

することを目的に平成17年度から実施しています。

　今回は、６月26日の宮地区自治振興会、７月６日の

雲井自治振興会を訪問した時の様子をお伝えします。

▲和やかな雰囲気で意見交換

▲保存活動により集められた「宮のお宝」

▲車座で地域の皆さんと

▲雲井駅を幻想的な雰囲気で包む「竹灯ろう」
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